
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 31号 ＜2016年 7月 発行＞ 

 
いわてリハビリテーションセンター  
高次脳機能障がい者支援普及事業 

１．高次脳機能障害の就労支援について  

 

就労支援といってもどのような場所でどのような支援を受けることができる

か、イメージしにくいものです。今回は就労機関を受けることができる機関や支

援内容を簡単に紹介します。 

★就労支援に関する施設や支援内容★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手では、ハローワーク（県内１２箇所）、地域障害者職業センター（県内 1

箇所）、障害者就業・生活支援センター（県内 9 箇所）で高次脳機能障害を抱え

る方々の就労支援を行っています。県庁所在地のみならず、県北、県南、沿岸地

域にも機関があります。 

病院に入院期間中から就労に向けて取り組まれている方もいます。来月は病院

で行われた就労支援について、事例を特集します。事例を通して具体的な支援に

ついて触れていきますので、お楽しみに！ 

 
参考 

岩手県の相談支援機関  http://www.irc.or.jp/koujinoukinoushougai/kikan/jobsupport.html 

(岩手県高次脳機能障がい者支援普及事業 HP へリンク) 

 就労支援について知りたい http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/how06/ 

（高次脳機能障害情報・支援センターHP へリンク） 
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これからの時期は、各地で花

火大会が開かれますね。 

ところで、花火が上がる間 

「ひゅ～」という音が聞こえ 

ますよね？あれは「笛」と呼 

ばれ、「ドンッ」という音の前 

に観客の期待を高めるための 

効果音なのだそうですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハローワーク（公共職業安定所） 

 本人の症状や希望に合わせて適した仕事を紹介したり、相談にのっていま

す。また、面接に同行して職場に配慮してほしい点などを伝えたり、就職後、

職場に慣れるための支援も行っています。 

地域障害者職業センター ※岩手県は盛岡市にあります 

 就職・職場復帰の相談、その方の働く力等の評価、就職前の支援、就職後

に職場に慣れるための援助を提供しています。障害者手帳を持たなくても利

用することができます。 

障害者就業・生活支援センター 

 雇用、保健福祉、教育等の関係機関の連携拠点として、仕事と生活全体を

通して相談支援を実施しています。求職活動への同行や、職場実習のあっせ

んなどの支援も受けられます。 

障害者職業能力開発校 

 障害がある方が、働く上で必要な知識や技術を身につけるためのトレーニ

ングを行います。 

 

http://www.irc.or.jp/koujinoukinoushougai/kikan/jobsupport.html
http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/how06/
http://01.gatag.net/img/201505/23l/gatag-00004999.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇いわて再発見◇◆ 

『三ツ石神社』 

 

 

 

盛岡市名須川には、鬼の手形 

伝説で名高い「三ツ石神社」 

があります。境内にある巨岩の 

鬼の手形から、「岩手」の名が 

ついたとも言われています。 

２．研修会情報 
明日に役立つ！！高次脳機能障害者へのアプローチ 
高次脳機能障害 実践アプローチ講習会（全３回） 
 ＊１回目は、終了していますので第 2 回と第３回のお知らせです。 

 

日時：第２回 9 月 11 日（日） 

第３回 12 月 11 日（日） 

   10：45～17：20（受付 10：00～） 

会場：東京慈恵会医科大学 西新橋校 大学１号館 ３階講堂 

定員：各回とも、１４０名募集（定員に達し次第締め切り） 

主催：特定非営利活動法人 東京高次脳機能障害協議会（TKK） 

申し込み期間 

・第２回…  ８/７（日）１０:００～８/１４（日）２４:００ 

・第 3 回 …１１/６（日）１０:００～１１/１３（日）２４:００ 

＜内容＞ 

●第 2 回  

①中島八十一氏：国立障害者リハビリテーションセンター学院長/医師 

【高次脳機能障害～現在の到達点と今後の課題】 

②白山靖彦氏：徳島大学大学院医歯薬学研究部/医療福祉学分野/教授 

  【高次脳機能障害地域支援ネットワーク～最新研究を踏まえて】 

③小林健氏：独立行政法人自動車事故対策機構（ナスパ）/東京主管支所/次長 

  【交通事故被害者のためのナスパの役割】 

④阿部順子氏：岐阜医療科学大学大学院/教授 

  【生活の自立に向けて～生活版ジョブコーチ支援を地域支援システムの中で】 

 

●第３回 

①渡邉修氏：東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科/診療部長/教授/医師 

  【脳損傷後の病識低下の理解と対応】 

②四ノ宮美恵子氏：国立障害者リハビリテーションセンター/自立訓練部生活訓練課長/ 

臨床心理士 【若年高次脳機能障害者の働く力を育てる、支えるために】 

③稲葉健太郎氏：名古屋市総合リハビリテーションセンター自立支援部/就労支援課長 

 【高次脳機能障害者の就労支援～職業準備訓練・ジョブコーチ支援のポイント】 

④石渡和実氏：東洋英和女学院大学大学院/人間科学研究科/教授 

  【高次脳機能障害者の生活を守る～成年後見制度など様々な制度利用】 

詳細はこちら・・http://www.brain-tkk.com 

↑特定非営利活動法人 東京高次脳機能障害協議会 ホームページ 

 

 

 
４．編集後記 

少しずつ気温も上がり、夏らしくなってくる時期となりましたね。皆さん、 

夏本番に向けて体調管理は大丈夫でしょうか？ 

今年の夏は〈猛暑〉と言われているようですので、スタミナたっぷりご飯を食

べて今のうちに備えておきましょう！！また、山や海へ行きレジャーを楽しむの

も一つですね！ 

ご意見ご感想はこちらまで メールニュース担当（佐藤・渡辺・富山・佐々木） 

アドレス koujinou-shien-reha@irc.or.jp  

 

 

 

 

http://www.brain-tkk.com/
mailto:koujinou-shien-reha@irc.or.jp

